
 

【ご功績は、受賞時点のものです】 

Julio Kuroiwa 教授 ペルー国立工科大学名誉教授／ペルー国際災害危機軽減会社理事兼本部長 

Kuroiwa 教授は、国連および政府のコンサルタントとして、コロンビアの Tumaco、
エクアドルの Salinas、およびペルーの南西海岸における津波被害の軽減計画の策定

に貢献した。Kuroiwa 教授の提案した災害リスク低減管理（DRRM）は、2010 年に

ペルーの国家政策となり、現在ではすべての技術プロジェクトにおいて DRRM の要

素を取り入れることが求められている。2012 年からは、Lima - Callao 地下鉄のター

ミナル駅や、海岸近くにあるリマ国際空港の新滑走路下のトンネルなど数多くの建築

物、インフラ施設、都市などにおいて津波の影響を軽減するための重要なプロジェク

トにコンサルタントとして参画している。Kuroiwa 教授は、「地域社会の災害リスク

を軽減するための積極的な取り組みと災害リスク軽減の提唱者」として国連笹川防災

賞を受賞している。 
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注）前列左から 3 番目「Julio Kuroiwa ペルー国立工科大学名誉教授」 


